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ラリア北部に分布する多年生水生植物で，7 〜 8 月，紅色〜白色の花を咲かせ，花は早朝に咲きはじめ昼
には閉じます。日本での古名は，「はちす」で花托の形状を蜂の巣に見立てたそうです。水

















ハス Nelumbo nucifera Gaertn.
（スイレン科：Nymphaeaceae  APG 体系：ハス科：Nelumbonaceae）
連絡先：城西大学客員教授
　　　　shiratak@josai.ac.jp
写真 1　ハス（花） 写真 2　スイレン（ヒツジグサ）（花）
写真 4　ハス（葉、ロータス効果）写真 3　ハス（若葉）
野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —





和 26 年）3 月，千葉市にある東京大学検見川厚生農場の落合遺跡で発掘され，大賀一郎博士が発芽させる
ことに成功したハスの実は，放射性炭素年代測定により今から 2000 年前の弥生時代後期のものと推定され
「大賀ハス」とよばれています。その他にも中尊寺金色堂須弥壇から発見され，800 年ぶりに発芽に成功した「中


























写真 7　カラシレンコン（辛子蓮根） 写真 8　ハスの実で作った腕輪























































写真 9　ハス（花托） 写真 10　生薬：レンニク（蓮肉）内果皮を除いたもの
野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —









て洗い流す効果のことをハスの英名 lotus に由来し，ロータス効果 lotus effect といいます。このロータス効
果は私たちの身の回りの製品にも生かされています。
　 ハス（蓮） スイレン（睡蓮）










根（根茎） • 地下茎が蓮根になる • 蓮根のような穴はなく，塊根である
表 1　ハスとスイレンの違い
